
排泄率関数

排泄率関数 はいせつりつかんすう

 呼吸あるいは飲食などにより、体内に取り込まれた放射性核種による内部被ばく線量を測定及び計算
で評価する際に用いられる関数である。すなわち、放射性核種の体内量は、測定された試料（排泄物：
尿糞）中の放射能を、摂取した核種の人体における代謝データに当てはめることにより求められる。こ
の関係を数式化したものを排泄率関数という。この場合、排泄物の分析結果の評価に排泄率関数が応用
され、内部被ばく線量が計算される。
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